
(57)【要約】

【課題】コンテンツ視聴者の眼球運動から，特定の視聴

者のコンテンツへの関心の程度と，特定のコンテンツへ

の視聴者の関心の程度とを測定する技術を提供する。

【解決手段】端末装置２０は，視聴者によるコンテンツ

の視聴状況や，その視聴者の眼球運動を調査し，その調

査結果を関心度測定装置１０に送信する。関心度測定装

置１０において，瞬目解析装置１３，反応時間解析装置

１４，サッケード解析装置１５，視線偏差解析装置１６

は，それぞれ端末装置２０からの情報により瞬目回数，

反応時間，サッケードの速度や継続時間，視線の位置的

な偏差等を解析する。関心度計算装置１１は，それぞれ

の解析結果を計算要素として，その視聴者のコンテンツ

への関心の程度を算出する。また，その計算結果と，デ

ータ格納装置１２に格納された他の計算結果とをもとに

，特定のコンテンツへの視聴者の関心の程度を算出する

。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ン テ ン ツ を 表 示 す る 視 聴 者 の 端 末 装 置 に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 さ れ ， コ ン テ ン ツ
を 視 聴 し て い る 視 聴 者 が ど の 程 度 コ ン テ ン ツ へ 関 心 を 有 し て い る か を 測 定 す る 関 心 度 測 定
装 置 に お い て ，
　 前 記 端 末 装 置 か ら 送 信 さ れ た ， 視 聴 者 が 視 聴 す る コ ン テ ン ツ を 特 定 す る 情 報 と ， そ れ に
対 す る 操 作 情 報 と ， コ ン テ ン ツ を 視 聴 す る 視 聴 者 の 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 と を 受 信 す る 通 信
手 段 と ，
　 受 信 し た 操 作 情 報 と 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 と を も と に ， 視 聴 者 が 実 際 に コ ン テ ン ツ を 視 聴
し て い た 時 間 を 算 出 し ， コ ン テ ン ツ の 視 聴 部 分 に お け る 実 際 に コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い た
時 間 の 割 合 に よ っ て 当 該 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る 関 心 度 計 算 手
段 と ，
　 計 算 し た 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 の デ ー タ を 格 納 す る デ ー タ 格 納 手 段 と
を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 関 心 度 測 定 装 置 に お い て ，
　 少 な く と も 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も と に ， コ ン テ ン ツ 視 聴 中
の 視 聴 者 の 瞬 目 頻 度 を 測 定 す る 瞬 目 解 析 手 段 を 有 し ，
　 前 記 関 心 度 計 算 手 段 は ， 前 記 瞬 目 解 析 手 段 が 測 定 し た 瞬 目 頻 度 に 基 づ い て 当 該 視 聴 者 の
コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 関 心 度 測 定 装 置 に お い て ，
　 少 な く と も 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も と に ， コ ン テ ン ツ の 画 面
変 化 ま た は 音 量 変 化 に 対 す る 視 聴 者 の 反 応 時 間 を 解 析 す る 反 応 時 間 解 析 手 段 を 有 し ，
　 前 記 関 心 度 計 算 手 段 は ， 前 記 反 応 時 間 解 析 手 段 が 解 析 し た 情 報 に 基 づ い て 当 該 視 聴 者 の
コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ， 請 求 項 ２ ま た は 請 求 項 ３ 記 載 の 関 心 度 測 定 装 置 に お い て ，
　 少 な く と も 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も と に ， サ ッ ケ ー ド の 振 幅
， 速 度 ， 継 続 時 間 ま た は そ れ ら の 組 合 せ を 解 析 す る サ ッ ケ ー ド 解 析 手 段 を 有 し ，
　 前 記 関 心 度 計 算 手 段 は ， 前 記 サ ッ ケ ー ド 解 析 手 段 が 解 析 し た 情 報 に 基 づ い て 当 該 視 聴 者
の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ， 請 求 項 ２ ， 請 求 項 ３ ま た は 請 求 項 ４ 記 載 の 関 心 度 測 定 装 置 に お い て ，
　 少 な く と も 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も と に ， 視 聴 者 間 の 視 線 の
位 置 的 な 偏 差 を 解 析 す る 視 線 偏 差 解 析 手 段 を 有 し ，
　 前 記 関 心 度 計 算 手 段 は ， 前 記 視 線 偏 差 解 析 手 段 が 解 析 し た 情 報 に 基 づ い て 当 該 視 聴 者 の
コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 関 心 度 測 定 装 置 に お い て ，
　 一 般 視 聴 者 の 特 定 の コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を ， 当 該 コ ン テ ン ツ に 対 す る 前 記 関 心 度
計 算 手 段 に よ っ て 計 算 し た 各 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 平 均 す る こ と に よ り 算 出 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 コ ン テ ン ツ を 表 示 す る 視 聴 者 の 端 末 装 置 と ， コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い る 視 聴 者 が ど の 程
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度 コ ン テ ン ツ へ 関 心 を 有 し て い る か を 測 定 す る 関 心 度 測 定 装 置 と か ら な る シ ス テ ム に お け
る 関 心 度 測 定 方 法 に お い て ，
　 前 記 端 末 装 置 が ， コ ン テ ン ツ を 視 聴 者 に 対 し て 出 力 す る コ ン テ ン ツ 表 示 過 程 と ，
　 前 記 端 末 装 置 が ， コ ン テ ン ツ を 視 聴 す る 視 聴 者 の 眼 球 の 運 動 を 測 定 す る 眼 球 運 動 測 定 過
程 と ，
　 前 記 端 末 装 置 が ， 視 聴 者 が 視 聴 し た コ ン テ ン ツ を 特 定 す る 情 報 と そ れ に 対 す る 操 作 情 報
と 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 と を ， ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 前 記 関 心 度 測 定 装 置 へ 送 信 す る 過 程 と
，
　 前 記 関 心 度 測 定 装 置 が ， 前 記 端 末 装 置 か ら 送 信 さ れ た コ ン テ ン ツ を 特 定 す る 情 報 と そ れ
に 対 す る 操 作 情 報 と 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 と を 受 信 す る 過 程 と ，
　 前 記 関 心 度 測 定 装 置 が ， 受 信 し た コ ン テ ン ツ を 特 定 す る 情 報 と そ れ に 対 す る 操 作 情 報 と
眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も と に ， 視 聴 者 が 実 際 に コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い た 時 間 を 算 出 し ，
コ ン テ ン ツ の 視 聴 部 分 に お け る 実 際 に コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い た 時 間 の 割 合 に よ っ て 当 該
視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る 関 心 度 計 算 過 程 と ，
　 前 記 関 心 度 測 定 装 置 が ， 計 算 し た 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 の デ ー タ を デ
ー タ 格 納 装 置 に 格 納 す る 過 程 と を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ 記 載 の 関 心 度 測 定 方 法 に お い て ，
　 前 記 関 心 度 測 定 装 置 が ， 少 な く と も 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も
と に ， コ ン テ ン ツ 視 聴 中 の 視 聴 者 の 瞬 目 頻 度 を 測 定 す る 瞬 目 解 析 過 程 を 有 し ，
　 前 記 関 心 度 計 算 過 程 で は ， 前 記 瞬 目 解 析 過 程 が 測 定 し た 瞬 目 頻 度 に 基 づ い て 当 該 視 聴 者
の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ ま た は 請 求 項 ８ 記 載 の 関 心 度 測 定 方 法 に お い て ，
　 前 記 関 心 度 測 定 装 置 が ， 少 な く と も 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も
と に ， コ ン テ ン ツ の 画 面 変 化 ま た は 音 量 変 化 に 対 す る 視 聴 者 の 反 応 時 間 を 解 析 す る 反 応 時
間 解 析 過 程 を 有 し ，
　 前 記 関 心 度 計 算 過 程 で は ， 前 記 反 応 時 間 解 析 過 程 が 解 析 し た 情 報 に 基 づ い て 当 該 視 聴 者
の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ７ ， 請 求 項 ８ ま た は 請 求 項 ９ 記 載 の 関 心 度 測 定 方 法 に お い て ，
　 前 記 関 心 度 測 定 装 置 が ， 少 な く と も 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も
と に ， サ ッ ケ ー ド の 振 幅 ， 速 度 ， 継 続 時 間 ま た は そ れ ら の 組 合 せ を 解 析 す る サ ッ ケ ー ド 解
析 過 程 を 有 し ，
　 前 記 関 心 度 計 算 過 程 で は ， 前 記 サ ッ ケ ー ド 解 析 過 程 が 解 析 し た 情 報 に 基 づ い て 当 該 視 聴
者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ７ ， 請 求 項 ８ ， 請 求 項 ９ ま た は 請 求 項 １ ０ 記 載 の 関 心 度 測 定 方 法 に お い て ，
　 前 記 関 心 度 測 定 装 置 が ， 少 な く と も 前 記 端 末 装 置 か ら 受 信 し た 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 を も
と に ， 視 聴 者 間 の 視 線 の 位 置 的 な 偏 差 を 解 析 す る 視 線 偏 差 解 析 過 程 を 有 し ，
　 前 記 関 心 度 計 算 過 程 で は ， 前 記 視 線 偏 差 解 析 過 程 が 解 析 し た 情 報 に 基 づ い て 当 該 視 聴 者
の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 計 算 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ７ か ら 請 求 項 １ １ ま で の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 関 心 度 測 定 方 法 に お い て ，
　 前 記 関 心 度 測 定 装 置 が ， 一 般 視 聴 者 の 特 定 の コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を ， 当 該 コ ン テ
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ン ツ に 対 す る 前 記 関 心 度 計 算 過 程 に よ っ て 計 算 し た 各 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 平 均 す る こ と
に よ り 算 出 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 関 心 度 測 定 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 度 測 定 装 置 お よ び 関 心 度 測 定 方 法 に 関 し ， 特 に コ ン
テ ン ツ の 視 聴 者 の 眼 球 運 動 か ら ， 特 定 の 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 と ， 特 定 の コ
ン テ ン ツ へ の 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 と を 測 定 す る 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 ， コ ン テ ン ツ 評 価 と し て ， ビ デ オ リ サ ー チ 社 等 が 行 っ て い る 視 聴 率 調 査 が あ る 。 こ
の 視 聴 率 調 査 で は ， 主 に 以 下 の ３ つ の 方 法 が 用 い ら れ て い る 。
（ １ ） 視 聴 者 が 視 聴 の は じ め と 終 わ り に ボ タ ン 入 力 し ， 調 査 者 が そ の ボ タ ン 入 力 情 報 を 収
集 す る こ と に よ り 視 聴 状 況 を 調 査 す る 。
（ ２ ） テ レ ビ に 備 え 付 け た 装 置 に よ っ て テ レ ビ の 表 示 状 況 を 測 定 し ， 調 査 者 が そ の 測 定 情
報 を 収 集 す る こ と に よ り 視 聴 状 況 を 調 査 す る 。
（ ３ ） 視 聴 者 に よ る 日 記 式 の ア ン ケ ー ト か ら ， 個 人 の 視 聴 率 を 調 査 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し ， こ れ ら の 方 法 に よ っ て 調 査 可 能 な の は ， 視 聴 者 が テ レ ビ を 見 た の か 見 な か っ た
の か と い う こ と で あ り ， 視 聴 者 が ど の 程 度 の 関 心 を 持 っ て コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い た の か
と い う こ と ま で は わ か ら な い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 従 来 技 術 と し て ， 視 聴 者 の 視 聴 状 況 （ 顔
の 向 き ） か ら コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 方 法 が あ る （ 例 え ば ， 非 特 許 文 献 １ 参
照 ） 。 こ の 方 法 は ， コ ン テ ン ツ 視 聴 時 に お け る 視 聴 者 の 視 聴 状 況 を 撮 影 し ， 画 像 中 に お け
る 視 聴 者 の 顔 の 向 き を 抽 出 し て ， そ こ か ら コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を 調 査 す る 方 法 で あ
る 。 顔 が 画 面 の 方 へ 向 け ら れ て い れ ば コ ン テ ン ツ に 対 し て 関 心 が あ る と 推 定 し ， 顔 が 画 面
の 方 へ 向 け ら れ て い な け れ ば コ ン テ ン ツ に 対 し て 関 心 が な い と 推 定 す る 。 こ の 方 法 で は ，
「 視 聴 者 の 顔 が 画 面 の 方 向 を 向 い て い れ ば ， そ の 視 聴 者 は コ ン テ ン ツ に 興 味 が あ る 」 と い
う こ と を 前 提 条 件 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お ， 本 発 明 の 背 景 と な る 事 項 を 記 載 し た 文 献 と し て ， 下 記 の 非 特 許 文 献 ２ ， 非 特 許 文
献 ３ ， 非 特 許 文 献 ４ ， 非 特 許 文 献 ５ な ど が あ る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 清 水 正 浩 ， 岩 田 満 ， 田 野 俊 一 ， “ デ ィ ジ タ ル テ レ ビ 視 聴 時 に お け る マ ル
チ モ ー ダ ル 情 報 を 用 い た 関 心 度 推 定 シ ス テ ム ” ， PRMU 2001- 272～ 300 ， 電 子 情 報 通 信 学
会 技 術 研 究 報 告 〔 パ タ ー ン 認 識 ・ メ デ ィ ア 理 解 〕 ， ISSN 0913-5685， 信 学 技 報  Vol.101 N
o.713 ， pp.217-224， 2002
【 非 特 許 文 献 ２ 】 山 田 光 穂 ， 福 田 忠 彦 ， “ 大 画 面 デ ィ ス プ レ イ か ら 受 け る 心 理 効 果 の 客 観
的 評 価 に 関 す る 基 礎 的 検 討 ” ， テ レ ビ ジ ョ ン 学 会 誌 ， 43， pp.714-722, 1989
【 非 特 許 文 献 ３ 】 田 多 英 興 ， 山 田 冨 美 雄 ， 福 田 恭 介 ， “ ま ば た き の 心 理 学 ” ， 北 大 路 書 房
， 1996
【 非 特 許 文 献 ４ 】 塚 原 進 ， “ 画 像 に よ る 心 理 反 応 の 客 観 計 測 ” ， テ レ ビ ジ ョ ン 学 会 誌 ， 33
, pp.1040-1046, 1979
【 非 特 許 文 献 ５ 】 植 野 彰 規 ， 太 田 善 久 ， 高 瀬 守 一 郎 ， 南 谷 晴 之 ， “ 視 覚 誘 発 サ ッ ケ ー ド と
内 部 誘 発 サ ッ ケ ー ド に お け る 覚 醒 水 準 依 存 性 ” ， 信 学 論  (Ｄ -II), vol.J81-D-II, no.6, 
pp.1411-1420, 1998
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 従 来 の 視 聴 者 の 顔 の 向 き か ら コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 方 法 の 問 題 点 と し て
， 上 記 の 前 提 条 件 が 必 ず し も 成 立 し な い こ と が あ る と い う こ と が 挙 げ ら れ る 。 す な わ ち ，
視 聴 者 の 顔 が 画 面 の 方 向 を 向 い て い て も ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ に 対 し て 興 味 が な い こ と も
あ る 。 例 え ば ， 視 聴 者 が 考 え 事 を し な が ら コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い れ ば ， 視 聴 者 の 顔 が 画
面 の 方 を 向 い て い て も ， 視 聴 者 は そ の コ ン テ ン ツ へ の 関 心 が な い と い う 状 況 も 起 こ り え る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は ， 上 記 問 題 点 の 解 決 を 図 り ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ の 視 聴 状 況 か ら ， 従 来 の 技 術
よ り も 正 確 に ， 特 定 の 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 と ， 特 定 の コ ン テ ン ツ へ の 視 聴
者 の 関 心 の 程 度 と を 測 定 す る 技 術 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は ， 上 記 課 題 を 解 決 す る た め ， コ ン テ ン ツ 視 聴 時 に お け る 視 聴 者 の 眼 球 運 動 （ 瞬
目 ， 反 応 時 間 ， サ ッ ケ ー ド 等 ） を 測 定 し ， そ の 眼 球 運 動 を 解 析 し て 統 計 的 処 理 を 行 う こ と
に よ り ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち ， 本 発 明 は ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 関 心 度 測 定 方
法 で あ っ て ， 視 聴 者 の 端 末 装 置 に よ り ， 少 な く と も 視 聴 者 に よ る コ ン テ ン ツ の 視 聴 状 況 に
関 す る 情 報 と 視 聴 者 の 眼 球 運 動 の 情 報 と に 関 し て 調 査 を 行 い ， 関 心 度 測 定 装 置 へ コ ン テ ン
ツ を 特 定 す る コ ン テ ン ツ Ｉ Ｄ や コ ン テ ン ツ 操 作 情 報 や 視 聴 者 の 眼 球 運 動 の 測 定 情 報 等 を 送
り ， 関 心 度 測 定 装 置 が ， 端 末 装 置 に よ る 調 査 結 果 か ら ， 視 聴 者 の 眼 球 運 動 の 情 報 を も と に
， コ ン テ ン ツ の 視 聴 部 分 に お け る 実 際 に コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い た 時 間 の 割 合 を 求 め る こ
と に よ り ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た ， 端 末 装 置 か ら の 調 査 の 結 果 を も と に ， 視 聴 者 の 瞬 目 の 頻 度 に 関 す る 解 析 を 行 う 過
程 を 有 し ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 算 出 す る 過 程 で は ， 少 な く と も 視 聴
者 の 瞬 目 の 頻 度 に 関 す る 解 析 の 結 果 を 計 算 要 素 と し て ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心
の 程 度 を 算 出 す る 。 瞬 目 の 頻 度 が ， あ ら か じ め 測 定 さ れ た 平 均 瞬 目 頻 度 （ 平 常 時 の 瞬 目 頻
度 ） に 比 べ て 小 さ い ほ ど ， コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 が 高 い 値 に な る よ う に 算 出 す る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た ， 端 末 装 置 か ら の 調 査 の 結 果 を も と に ， コ ン テ ン ツ の 画 面 変 化 ま た は 音 量 変 化 に 対
す る 視 聴 者 の 反 応 時 間 に 関 す る 解 析 を 行 う 過 程 を 有 し ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心
の 程 度 を 算 出 す る 過 程 で は ， 少 な く と も コ ン テ ン ツ の 画 面 変 化 ま た は 音 量 変 化 に 対 す る 視
聴 者 の 反 応 時 間 に 関 す る 解 析 の 結 果 を 計 算 要 素 と し て ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心
の 程 度 を 算 出 す る 。 短 い 反 応 時 間 の 回 数 が 多 い ほ ど ， コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 が 高
い 値 に な る よ う に 算 出 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た ， 端 末 装 置 か ら の 調 査 の 結 果 を も と に ， 視 聴 者 の サ ッ ケ ー ド の 振 幅 ， 速 度 ま た は 継
続 時 間 に 関 す る 解 析 を 行 う 過 程 を 有 し ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 算 出 す
る 過 程 で は ， 少 な く と も 視 聴 者 の サ ッ ケ ー ド の 振 幅 ， 速 度 ま た は 継 続 時 間 に 関 す る 解 析 の
結 果 を 計 算 要 素 と し て ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 算 出 す る 。 例 え ば ， サ
ッ ケ ー ド の 継 続 時 間 が 減 少 し た 場 合 に は ， コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 が 低 い も の と す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た ， 端 末 装 置 か ら の 調 査 の 結 果 を も と に ， 視 聴 者 の 視 線 の 位 置 的 な 偏 差 に 関 す る 解 析
を 行 う 過 程 を 有 し ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 算 出 す る 過 程 で は ， 少 な く
と も 視 聴 者 の 視 線 の 位 置 的 な 偏 差 に 関 す る 解 析 の 結 果 を 計 算 要 素 と し て ， 視 聴 者 の コ ン テ
ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 算 出 す る 。 同 じ コ ン テ ン ツ に 対 す る 複 数 の 視 聴 者 の 視 線 の 平 均
的 な 位 置 に 近 い 位 置 を 見 て い た 視 聴 者 は ， そ の コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 が 高 い も の と す
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る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 算 出 す る 過 程 で 算 出 さ れ た 視 聴 者 の コ
ン テ ン ツ に 対 す る 計 算 結 果 を デ ー タ 格 納 装 置 に 格 納 し て お き ， 多 く の 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ
に 対 す る 計 算 結 果 と を も と に ， コ ン テ ン ツ ご と の 一 般 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 算 出 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ っ て ， 従 来 の 技 術 に 比 べ て よ り 正 確 な 関 心 の 程 度 の 測 定 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 述 の よ う に ， 従 来 技 術 で は ， 顔 の 向 き か ら コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 。 そ
の た め ， 顔 が 画 面 の 方 向 を 向 い て い れ ば ， 画 面 が 出 力 す る コ ン テ ン ツ に 対 し て 関 心 が な く
て も 関 心 が あ る と 測 定 す る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 で は ， こ の 問 題 点 を 解 決 す る た め に ， 視 聴 者 の 眼 球 の 動 き に 注 目 し て コ ン テ ン ツ
へ の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 。 コ ン テ ン ツ に 関 心 が あ る 場 合 に は ， 眼 球 が コ ン テ ン ツ に 対 し
て 反 応 す る た め で あ る 。 眼 球 が 反 応 す る の は ， 視 野 に お け る 中 心 視 は 非 常 に 狭 い た め （ 半
径 約 １ ° の 範 囲 ） ， コ ン テ ン ツ の 内 容 を 理 解 し よ う と す れ ば ， 常 に 眼 球 を 運 動 さ せ な け れ
ば な ら な い か ら で あ る 。 過 去 の 研 究 で ， 視 野 角 内 の 画 面 が 及 ぶ 角 度 が 半 径 １ ６ ° で あ れ ば
， そ れ ほ ど 頭 部 は 運 動 し な い こ と が 報 告 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て ， 最 初 に 図 を 用 い て 本 シ ス テ ム の 構 成 を 説 明 し ， そ
の 後 に 本 シ ス テ ム の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は ， 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 関 心 度 測 定 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 関
心 度 測 定 シ ス テ ム は ， 視 聴 者 の コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 関 心 度 測 定 装 置 １ ０
と ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ の 視 聴 を 行 う 端 末 装 置 ２ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。 関 心 度 測 定 装 置 １
０ は ， ネ ッ ト ワ ー ク ３ ０ を 介 し て ， 複 数 の 端 末 装 置 ２ ０ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ は ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １ と ， デ ー タ 格 納 装 置 １ ２ と ， 瞬 目 解 析 装 置
１ ３ と ， 反 応 時 間 解 析 装 置 １ ４ と ， サ ッ ケ ー ド 解 析 装 置 １ ５ と ， 視 線 偏 差 解 析 装 置 １ ６ と
， 通 信 装 置 １ ７ と か ら 構 成 さ れ る 。 端 末 装 置 ２ ０ は ， コ ン テ ン ツ 表 示 装 置 ２ １ と ， 眼 球 運
動 測 定 装 置 ２ ２ と ， 通 信 装 置 ２ ３ と か ら 構 成 さ れ る 。 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ お よ び 各 端 末 装
置 ２ ０ の 構 成 要 素 は ， Ｃ Ｐ Ｕ ， メ モ リ 等 か ら な る コ ン ピ ュ ー タ と ソ フ ト ウ ェ ア プ ロ グ ラ ム
， お よ び デ ィ ス プ レ イ ， 入 力 セ ン サ も し く は カ メ ラ 等 の 入 出 力 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア に よ っ
て 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は ， 端 末 装 置 ２ ０ に お け る コ ン テ ン ツ 表 示 装 置 ２ １ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 コ ン
テ ン ツ 表 示 装 置 ２ １ は ， 外 部 か ら コ ン テ ン ツ を 受 信 す る コ ン テ ン ツ 受 信 部 ２ １ ０ と ， 視 聴
者 が ど の コ ン テ ン ツ を 視 聴 す る か な ど を 操 作 す る た め の コ ン テ ン ツ 操 作 部 ２ １ １ と ， コ ン
テ ン ツ を 視 聴 者 に 対 し て 出 力 す る コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２ と ， コ ン テ ン ツ の 視 聴 時 刻 を 調
査 す る 時 刻 調 査 部 ２ １ ３ と ， ど の コ ン テ ン ツ の ど こ の 部 分 が 視 聴 さ れ た か を 調 査 す る コ ン
テ ン ツ 操 作 調 査 部 ２ １ ４ と ， 調 査 し た 結 果 の コ ン テ ン ツ 情 報 を 眼 球 運 動 測 定 装 置 ２ ２ へ 送
信 す る コ ン テ ン ツ 情 報 送 信 部 ２ １ ５ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は ， 端 末 装 置 ２ ０ に お け る 眼 球 運 動 測 定 装 置 ２ ２ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 眼 球 運
動 測 定 装 置 ２ ２ は ， 視 聴 者 が ど の よ う な 体 勢 で コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い る か を 撮 影 す る 視
聴 状 況 撮 影 部 ２ ２ ０ と ， 視 聴 状 況 撮 影 部 ２ ２ ０ で 撮 影 さ れ た 動 画 像 か ら 視 聴 者 が コ ン テ ン
ツ 表 示 部 ２ １ ２ の ど こ を 見 て い た か を 測 定 す る 眼 球 運 動 測 定 部 ２ ２ １ と ， 視 聴 状 況 撮 影 部
２ ２ ０ で 撮 影 さ れ た 動 画 像 か ら 視 聴 者 を 特 定 す る 視 聴 者 特 定 部 ２ ２ ２ と ， コ ン テ ン ツ 表 示
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装 置 ２ １ か ら 送 信 さ れ て き た コ ン テ ン ツ 情 報 を 受 信 す る コ ン テ ン ツ 情 報 受 信 部 ２ ２ ３ と ，
コ ン テ ン ツ 情 報 受 信 部 ２ ２ ３ が 受 信 し た コ ン テ ン ツ 情 報 と 眼 球 運 動 測 定 部 ２ ２ １ が 測 定 し
た 眼 球 運 動 の 情 報 と 視 聴 者 特 定 部 ２ ２ ２ が 特 定 し た 視 聴 者 の 情 報 と 操 作 情 報 と を 統 合 し て
調 査 結 果 情 報 と し ， 通 信 装 置 ２ ３ を 用 い て ネ ッ ト ワ ー ク ３ ０ を 介 し て 関 心 度 測 定 装 置 １ ０
へ 送 信 す る 調 査 結 果 送 信 部 ２ ２ ４ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ は ， 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ に お け る 瞬 目 解 析 装 置 １ ３ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 瞬 目
解 析 装 置 １ ３ は ， 通 信 装 置 １ ７ を 介 し て 端 末 装 置 ２ ０ か ら の 調 査 結 果 情 報 を 受 信 す る 調 査
結 果 受 信 部 １ ３ ０ と ， コ ン テ ン ツ の 輝 度 変 化 量 や 音 量 の レ ベ ル な ど の コ ン テ ン ツ 特 有 の 情
報 と 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 と を 統 合 し て 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 関 心 度 を
計 算 す る の に 用 い る 瞬 目 （ ま ば た き ） に 関 す る 計 算 要 素 を 算 出 す る 調 査 結 果 解 析 部 １ ３ １
と ， 調 査 結 果 解 析 部 １ ３ １ が 算 出 し た 計 算 要 素 （ 瞬 目 解 析 結 果 ） を 関 心 度 計 算 装 置 １ １ へ
送 信 す る 瞬 目 解 析 結 果 送 信 部 １ ３ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ５ は ， 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ に お け る 反 応 時 間 解 析 装 置 １ ４ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
反 応 時 間 解 析 装 置 １ ４ は ， 通 信 装 置 １ ７ を 介 し て 端 末 装 置 ２ ０ か ら の 調 査 結 果 情 報 を 受 信
す る 調 査 結 果 受 信 部 １ ４ ０ と ， コ ン テ ン ツ の 輝 度 変 化 量 や 音 量 の レ ベ ル な ど の コ ン テ ン ツ
特 有 の 情 報 と 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 と を 統 合 し て 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が
関 心 度 を 計 算 す る の に 用 い る 反 応 時 間 に 関 す る 計 算 要 素 を 算 出 す る 調 査 結 果 解 析 部 １ ４ １
と ， 調 査 結 果 解 析 部 １ ４ １ が 算 出 し た 計 算 要 素 （ 反 応 時 間 解 析 結 果 ） を 関 心 度 計 算 装 置 １
１ へ 送 信 す る 反 応 時 間 解 析 結 果 送 信 部 １ ４ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ６ は ， 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ に お け る サ ッ ケ ー ド 解 析 装 置 １ ５ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る
。 サ ッ ケ ー ド 解 析 装 置 １ ５ は ， 通 信 装 置 １ ７ を 介 し て 端 末 装 置 ２ ０ か ら の 調 査 結 果 情 報 を
受 信 す る 調 査 結 果 受 信 部 １ ５ ０ と ， コ ン テ ン ツ の 輝 度 変 化 量 や 音 量 の レ ベ ル な ど の コ ン テ
ン ツ 特 有 の 情 報 と 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 と を 統 合 し て 関 心 度 計 算 装 置 １
１ が 関 心 度 を 計 算 す る の に 用 い る サ ッ ケ ー ド （ 急 速 眼 球 運 動 ） に 関 す る 計 算 要 素 を 算 出 す
る 調 査 結 果 解 析 部 １ ５ １ と ， 調 査 結 果 解 析 部 １ ５ １ が 算 出 し た 計 算 要 素 （ サ ッ ケ ー ド 解 析
結 果 ） を 関 心 度 計 算 装 置 １ １ へ 送 信 す る サ ッ ケ ー ド 解 析 結 果 送 信 部 １ ５ ２ と か ら 構 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ７ は ， 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ に お け る 視 線 偏 差 解 析 装 置 １ ６ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
視 線 偏 差 解 析 装 置 １ ６ は ， 通 信 装 置 １ ７ を 介 し て 端 末 装 置 ２ ０ か ら の 調 査 結 果 情 報 を 受 信
す る 調 査 結 果 受 信 部 １ ６ ０ と ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 を も と に 関 心 度 計
算 装 置 １ １ が 関 心 度 を 計 算 す る の に 用 い る 視 線 偏 差 に 関 す る 計 算 要 素 を 算 出 す る 調 査 結 果
解 析 部 １ ６ １ と ， 調 査 結 果 解 析 部 １ ６ １ が 算 出 し た 計 算 要 素 （ 視 線 偏 差 解 析 結 果 ） を 関 心
度 計 算 装 置 １ １ へ 送 信 す る 視 線 偏 差 解 析 結 果 送 信 部 １ ６ ２ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ８ は ， 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ に お け る 関 心 度 計 算 装 置 １ １ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 関
心 度 計 算 装 置 １ １ は ， 通 信 装 置 １ ７ お よ び 瞬 目 解 析 装 置 １ ３ や 反 応 時 間 解 析 装 置 １ ４ や サ
ッ ケ ー ド 解 析 装 置 １ ５ や 視 線 偏 差 解 析 装 置 １ ６ か ら 計 算 要 素 を 受 信 す る 計 算 要 素 受 信 部 １
１ ０ と ， デ ー タ 格 納 装 置 １ ２ か ら の 情 報 を 受 信 す る 格 納 デ ー タ 受 信 部 １ １ １ と ， 視 聴 者 の
関 心 の 程 度 や コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を 計 算 す る 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ と ， 計 算 結 果 を デ
ー タ 格 納 装 置 １ ２ や そ の 他 の 出 力 装 置 へ 送 信 す る 計 算 結 果 出 力 部 １ １ ３ と か ら 構 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ９ は ， 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ に お け る デ ー タ 格 納 装 置 １ ２ の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。 デ
ー タ 格 納 装 置 １ ２ は ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １ か ら の 計 算 結 果 を 受 信 す る 結 果 受 信 部 １ ２ ０ と
， 結 果 受 信 部 １ ２ ０ に よ り 受 信 し た 計 算 結 果 を 格 納 す る 結 果 格 納 部 １ ２ １ と ， 結 果 格 納 部
１ ２ １ に 格 納 さ れ た 計 算 結 果 を 関 心 度 計 算 装 置 １ １ へ 送 信 す る 結 果 送 信 部 １ ２ ２ と か ら 構
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成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に ， 図 １ ～ 図 ９ に 示 し た 装 置 構 成 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す 端 末 装 置 ２ ０
で ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ の 視 聴 を 行 う と ， 端 末 装 置 ２ ０ は ， 視 聴 者 を 特 定 す る 情 報 な ど の
視 聴 者 に 関 す る 情 報 （ 視 聴 者 情 報 ） ， 視 聴 し た コ ン テ ン ツ の 内 容 に 関 す る 情 報 （ コ ン テ ン
ツ 情 報 ） ， 視 聴 者 の 眼 球 運 動 に 関 す る 情 報 （ 眼 球 運 動 情 報 ） な ど を 統 合 し た 調 査 結 果 情 報
を ， ネ ッ ト ワ ー ク ３ ０ を 介 し て 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 や ， そ れ 以 前 に 受 信 し
た そ の 他 の 端 末 装 置 ２ ０ か ら の 過 去 の 調 査 結 果 情 報 な ど を も と に ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を
測 定 し ， ま た 視 聴 さ れ た コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に 示 す コ ン テ ン ツ 受 信 部 ２ １ ０ は ， 例 え ば ， 地 上 波 デ ジ タ ル 電 波 や ， Ｉ Ｐ 網 や ， Ｄ
Ｖ Ｄ そ の 他 の 記 録 媒 体 な ど か ら コ ン テ ン ツ を 受 信 す る 。 視 聴 者 は ， コ ン テ ン ツ 操 作 部 ２ １
１ を 用 い て ， ど の コ ン テ ン ツ を 視 聴 す る か ， ど の 音 量 で 再 生 す る か ， 早 送 り ， 巻 き 戻 し ，
再 生 の 停 止 な ど ， コ ン テ ン ツ を 視 聴 す る 環 境 を 設 定 す る 。 コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２ は ， コ
ン テ ン ツ 操 作 部 ２ １ １ に よ っ て 操 作 さ れ た と お り に ， コ ン テ ン ツ を 視 聴 者 に 対 し て 出 力 す
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 視 聴 者 が 視 聴 し た コ ン テ ン ツ や ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ 操 作 部 ２ １ １ を 用 い て 行 っ た 操 作
な ど の 情 報 は ， 時 刻 調 査 部 ２ １ ３ か ら の 時 間 情 報 と と も に ， コ ン テ ン ツ 操 作 調 査 部 ２ １ ４
に 保 存 さ れ る 。 な お ， 時 刻 調 査 部 ２ １ ３ は ， 外 部 の 時 刻 同 期 サ ー バ や 電 波 時 計 な ど に 用 い
ら れ る 標 準 電 波 な ど に 同 期 さ せ る こ と で 時 刻 の 正 確 性 を 担 保 す る 。 コ ン テ ン ツ 操 作 調 査 部
２ １ ４ に 保 存 さ れ た 情 報 は ， コ ン テ ン ツ 情 報 送 信 部 ２ １ ５ に よ っ て ， 眼 球 運 動 測 定 装 置 ２
２ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ を 視 聴 し て い る 際 の 体 勢 は ， 図 ３ に 示 す 眼 球 運 動 測 定 装 置 ２ ２ の 視
聴 状 況 撮 影 部 ２ ２ ０ を 用 い て 撮 影 さ れ る 。 視 聴 状 況 撮 影 部 ２ ２ ０ の 例 と し て は ， コ ン テ ン
ツ 表 示 装 置 ２ １ に 固 定 さ れ た １ 台 以 上 の カ メ ラ や ， 視 聴 者 自 身 の 身 体 （ 頭 な ど ） に 取 り 付
け ら れ た １ 台 以 上 の カ メ ラ な ど が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 眼 球 運 動 測 定 部 ２ ２ １ や 視 聴 者 特 定 部 ２ ２ ２ で は ， 視 聴 状 況 撮 影 部 ２ ２ ０ に よ っ て 撮 影
さ れ た 動 画 像 中 に お け る 視 聴 者 の 頭 部 部 分 の 抽 出 を 行 い ， さ ら に ， 抽 出 さ れ た 視 聴 者 の 頭
部 部 分 か ら 眼 ・ 鼻 ・ 口 な ど の 特 定 部 分 を 抽 出 す る 。 眼 球 運 動 測 定 部 ２ ２ １ は ， 抽 出 さ れ た
眼 の 部 分 か ら ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２ の ど こ を 見 て い た か （ ま た は コ ン テ ン ツ
表 示 部 ２ １ ２ 以 外 を 見 て い た か ） を 測 定 す る 。 視 聴 者 特 定 部 ２ ２ ２ は ， 抽 出 さ れ た 眼 ・ 鼻
・ 口 な ど の 特 定 部 分 か ら ， コ ン テ ン ツ を 視 聴 し た 視 聴 者 を 特 定 す る 。 な お ， 視 聴 者 の 特 定
は ， あ ら か じ め 登 録 さ れ た 端 末 装 置 ２ ０ の 端 末 番 号 な ど を 用 い て 行 っ て も よ い 。 コ ン テ ン
ツ 情 報 受 信 部 ２ ２ ３ は ， コ ン テ ン ツ 表 示 装 置 ２ １ か ら 送 信 さ れ た コ ン テ ン ツ 情 報 を 受 信 す
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 調 査 結 果 送 信 部 ２ ２ ４ は ， 眼 球 運 動 測 定 部 ２ ２ １ に よ り 測 定 さ れ た 視 聴 者 の 眼 球 運 動 の
情 報 ， 視 聴 者 特 定 部 ２ ２ ２ に よ り 特 定 さ れ た 視 聴 者 の 情 報 ， コ ン テ ン ツ 情 報 受 信 部 ２ ２ ３
に よ り 受 信 さ れ た コ ン テ ン ツ 情 報 （ コ ン テ ン ツ の 操 作 の 情 報 や 時 刻 情 報 を 含 む ） な ど を ま
と め て 調 査 結 果 情 報 と し ， そ の 調 査 結 果 情 報 を 通 信 装 置 ２ ３ を 用 い て ネ ッ ト ワ ー ク ３ ０ を
介 し て 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ へ 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ に 示 す 瞬 目 解 析 装 置 １ ３ に お い て ， 調 査 結 果 受 信 部 １ ３ ０ は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら の
調 査 結 果 情 報 を 受 信 す る 。 調 査 結 果 解 析 部 １ ３ １ は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果
情 報 と ， デ ー タ 格 納 装 置 １ ２ に あ ら か じ め 格 納 し て お い た コ ン テ ン ツ の 輝 度 変 化 量 や 音 量
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の レ べ ル な ど の コ ン テ ン ツ 特 有 の 情 報 と を 統 合 し て 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 計 算 を 行 う た め
の 計 算 要 素 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 瞬 目 は 視 認 性 が 低 下 （ 文 字 が 見 難 い な ど ） し た り ， 画 面 が 明 る く な っ た り 暗 く な っ た り
す る と ， 増 加 す る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 ３ 参 照 ） 。 そ の た め ， 調 査 結 果 解 析
部 １ ３ １ で は ， 関 心 の 程 度 と 関 係 の な い こ れ ら の 要 因 に お け る 瞬 目 を ， ノ イ ズ と し て 取 り
除 く た め に ， コ ン テ ン ツ の 輝 度 変 化 量 や 音 量 の レ べ ル な ど の コ ン テ ン ツ 特 有 の 情 報 を 用 い
る 。 算 出 さ れ た 計 算 要 素 （ 瞬 目 解 析 結 果 ） は ， 瞬 目 解 析 結 果 送 信 部 １ ３ ２ に よ り ， 関 心 度
計 算 装 置 １ １ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ に 示 す 反 応 時 間 解 析 装 置 １ ４ に お い て ， 調 査 結 果 受 信 部 １ ４ ０ は ， 端 末 装 置 ２ ０ か
ら の 調 査 結 果 情 報 を 受 信 す る 。 各 調 査 結 果 解 析 部 １ ４ １ は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調
査 結 果 情 報 と ， デ ー タ 格 納 装 置 １ ２ に あ ら か じ め 格 納 し て お い た コ ン テ ン ツ の 輝 度 変 化 量
や 音 量 の レ べ ル な ど の コ ン テ ン ツ 特 有 の 情 報 と を 統 合 し て 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 計 算 を 行
う た め の 計 算 要 素 を 算 出 す る 。 具 体 的 な 算 出 の し か た の 例 に つ い て は 後 述 す る 。 算 出 さ れ
た 計 算 要 素 （ 反 応 時 間 解 析 結 果 ） は ， 反 応 時 間 解 析 結 果 送 信 部 １ ４ ２ に よ り ， 関 心 度 計 算
装 置 １ １ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ６ に 示 す サ ッ ケ ー ド 解 析 装 置 １ ５ に お い て ， 調 査 結 果 受 信 部 １ ５ ０ は ， 端 末 装 置 ２ ０
か ら の 調 査 結 果 情 報 を 受 信 す る 。 調 査 結 果 解 析 部 １ ５ １ は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調
査 結 果 情 報 と ， デ ー タ 格 納 装 置 １ ２ に あ ら か じ め 格 納 し て お い た コ ン テ ン ツ の 輝 度 変 化 量
や 音 量 の レ べ ル な ど の コ ン テ ン ツ 特 有 の 情 報 と を 統 合 し て 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 計 算 を 行
う た め の 計 算 要 素 を 算 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 例 え ば 視 聴 者 が 画 面 上 を ゆ っ く り 移 動 す る 物 体 を 注 視 し て い た 場 合 ， 結 果 的 に サ ッ ケ ー
ド の 速 さ は ゆ っ く り に な る 。 そ の た め ， こ の よ う な ノ イ ズ を 除 去 す る た め に コ ン テ ン ツ の
輝 度 変 化 量 や 音 量 の レ べ ル な ど の コ ン テ ン ツ 特 有 の 情 報 を 用 い る 。 算 出 さ れ た 計 算 要 素 （
サ ッ ケ ー ド 解 析 結 果 ） は ， サ ッ ケ ー ド 解 析 結 果 送 信 部 １ ５ ２ に よ り ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １
へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ に 示 す 視 線 偏 差 解 析 装 置 １ ６ に お い て ， 調 査 結 果 受 信 部 １ ６ ０ は ， 端 末 装 置 ２ ０ か
ら の 調 査 結 果 情 報 を 受 信 す る 。 調 査 結 果 解 析 部 １ ６ １ は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査
結 果 情 報 を も と に 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 計 算 を 行 う た め の 計 算 要 素 を 算 出 す る 。 算 出 さ れ
た 計 算 要 素 （ 視 線 偏 差 解 析 結 果 ） は ， 視 線 偏 差 解 析 結 果 送 信 部 １ ６ ２ に よ り ， 関 心 度 計 算
装 置 １ １ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ８ に 示 す 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ は ， 計 算 要 素 受 信 部 １ １ ０ で 受 信 し た 各 計 算 要 素 を も と
に ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 計 算 す る 。 計 算 結 果 は ， 計 算 結 果 出 力 部 １ １ ３ に よ り ， デ ー タ
格 納 装 置 １ ２ や 他 の 任 意 の 出 力 装 置 へ 送 信 さ れ る 。 ま た ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 の 計 算 結 果
と ， 格 納 デ ー タ 受 信 部 １ １ １ が 受 信 し た 他 の 計 算 結 果 と を も と に ， コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の
程 度 を 計 算 す る こ と も 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 関 心 度 計 算 装 置 １ １ で 計 算 さ れ た 関 心 の 程 度 の 情 報 は ， 図 ９ に 示 す デ ー タ 格 納 装 置 １ ２
の 結 果 受 信 部 １ ２ ０ が 受 信 し ， 結 果 格 納 部 １ ２ １ に 保 存 さ れ る 。 保 存 さ れ た 結 果 は ， 要 求
に よ り 結 果 送 信 部 １ ２ ２ か ら 関 心 度 計 算 装 置 １ １ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 下 で は ， 関 心 度 測 定 装 置 １ ０ が 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 や コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 を 測
定 す る 方 法 の 具 体 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お ， 以 下 の 実 施 の 形 態 に お い て ， 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ は ， コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度
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を ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 Ｉ P  の 平 均 を 計 算 す る こ と に よ り 求 め る も の と す る 。 す な わ ち ，
コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 Ｉ C  は ，
　 　 Ｉ C  ＝ Σ Ｉ P  ／ ｎ 　 　 　 　 （ ｎ は 視 聴 者 数 ）
と し て 求 め る 。 ｎ は 視 聴 者 数 で あ り ， Σ Ｉ P  は す べ て の 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 Ｉ P  の 和 を 示
す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 〔 実 施 の 形 態 １ 〕
　 本 実 施 の 形 態 １ で は ， 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ が ， 関 心 の 程 度 の 測 定 を 行 う コ ン テ ン ツ 視 聴
部 分 の う ち の 実 視 聴 時 間 を 計 測 す る こ と に よ っ て ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 。 こ こ
で ， コ ン テ ン ツ の 視 聴 部 分 と は ， 時 間 的 な コ ン テ ン ツ の 全 体 の う ち 視 聴 者 が 一 度 で も 視 聴
し た 部 分 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ０ は ， 実 視 聴 時 間 の 説 明 図 で あ る 。 実 視 聴 時 間 と は ， 視 聴 者 が 実 際 に コ ン テ ン ツ を
視 聴 し て い た 時 間 （ サ ッ ケ ー ド や 瞬 目 を し て い た 時 間 を 含 む ） を い う 。 視 聴 者 が 実 際 に コ
ン テ ン ツ を 視 聴 し て い た か ど う か は ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２ を 見 て い た か ど う
か を 眼 球 運 動 か ら 判 断 す る 。 例 え ば ， 顔 が コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２ の 方 を 向 い て い た と し
て も ， 眼 球 が コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２ の 方 を 向 い て い な か っ た ら 実 視 聴 時 間 の 時 間 と し て
は カ ウ ン ト し な い 。 す な わ ち ， 実 視 聴 時 間 は ， 眼 球 （ 視 線 ） が コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２ の
方 を 向 い て い た 時 間 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に ， コ ン テ ン ツ が ６ ０ 分 番 組 で あ り ， 視 聴 者 が そ の う ち の ２ ５
分 を １ 回 視 聴 し ， ２ ０ 分 を 巻 戻 し と 再 生 に よ り ２ 回 視 聴 し ， １ ５ 分 は 早 送 り に よ り １ 回 も
視 聴 し な か っ た と す る 。 こ の 場 合 ， コ ン テ ン ツ 視 聴 部 分 は ， ２ ５ 分 ＋ ２ ０ 分 ＝ ４ ５ 分 と な
る 。 一 方 ， 実 視 聴 時 間 は ， ２ ０ 分 を ２ 回 視 聴 し て い る の で ， ２ ５ 分 ＋ ２ ０ 分 × ２ ＝ ６ ５ 分
と カ ウ ン ト さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 １ で は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら ネ ッ ト ワ ー ク ３ ０ を 介 し て 通 信 装 置 １ ７ が 受 信
し た 調 査 結 果 情 報 を ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 通 信 装 置 １ ７ か ら 直 接 受 信 し ， 計 算 を 行 う 。
コ ン テ ン ツ の 視 聴 部 分 の 時 間 を Ｔ と し ， 実 視 聴 時 間 の う ち 再 生 し て い た 時 間 を ｔ P  ， 早 送
り し て い た 時 間 を ｔ F  ， 巻 き 戻 し し て い た 時 間 を ｔ R  ， 一 時 停 止 し て い た 時 間 を ｔ S  と す
る と ， 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ は ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 Ｉ P  を ，
　 　 Ｉ P  ＝ （ ａ ・ ｔ P  ＋ ｂ ・ ｔ F  ＋ ｃ ・ ｔ R  ＋ ｄ ・ ｔ S  ） ／ Ｔ
と し て 求 め る 。 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ は 任 意 の 定 数 で あ り ， 例 え ば 実 験 結 果 の 統 計 処 理 に よ り 適
切 な 値 を 定 め る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 実 視 聴 時 間 は ， 例 え ば 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に ， コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２ を 注 視 し て
い た 時 間 （ ｔ 1  ， ｔ 3  ， ｔ 5  ， ｔ 7  ， ｔ 9  ， ｔ 1 1 ） ， 瞬 目 を 行 っ て い た 時 間 （ ｔ 2  ， ｔ 8  

， ｔ 1 0 ） ， サ ッ ケ ー ド を 行 っ て い た 時 間 （ ｔ 4  ， ｔ 6  ） に 分 類 さ れ る 。 視 聴 者 は 注 視 し て
い た 時 間 だ け 認 識 活 動 を 行 う た め ， 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す 時 間 の う ち ， 瞬 目 を 行 っ て い た 時
間 お よ び サ ッ ケ ー ド を 行 っ て い た 時 間 を ， 実 視 聴 時 間 に 含 め な い で ， 注 視 し て い た 時 間 だ
け を 実 視 聴 時 間 と し て 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 Ｉ p  を 計 算 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ２ 〕
　 本 実 施 の 形 態 ２ で は ， 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ が ， 視 聴 者 が 実 視 聴 時 間 内 に 行 っ た 瞬 目 の 頻
度 に よ っ て ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 。 コ ン テ ン ツ 視 聴 時 に お け る 瞬 目 の 頻 度 の 減
少 量 は ， コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 と 関 連 が あ る こ と が 知 ら れ て い る （ 非 特 許 文 献 ４
参 照 ） 。 非 特 許 文 献 ４ に は ， コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 が 高 い ほ ど 瞬 目 の 頻 度 が 減 少 す る
こ と が 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 施 の 形 態 ２ で は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 通 信 装 置 １ ７ が 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 を ， 瞬 目
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解 析 装 置 １ ３ が 通 信 装 置 １ ７ か ら 受 け 取 り ， 調 査 結 果 解 析 部 １ ３ １ に よ り 解 析 を 行 い ， 解
析 に よ り 得 ら れ た 計 算 要 素 （ 瞬 目 解 析 結 果 ） と 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 と
を も と に ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 計 算 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 瞬 目 解 析 装 置 １ ３ の 調 査 結 果 解 析 部 １ ３ １ で は ， 瞬 目 頻 度 の 個 人 差 の 影 響 を 排 除 す る た
め に ， 平 常 時 の 瞬 目 頻 度 を 参 考 に コ ン テ ン ツ 視 聴 時 の 瞬 目 頻 度 を 求 め る 。 す な わ ち ， 平 常
時 の 瞬 目 頻 度 を Ｂ U  ， コ ン テ ン ツ 視 聴 時 の 瞬 目 頻 度 を Ｂ V  と す る と ， 計 算 要 素 （ 瞬 目 解 析
結 果 ） Ｂ は ，
　 　 Ｂ ＝ Ｂ U  ／ Ｂ V  

と な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ は ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 Ｉ P  を ，
　 　 Ｉ P  ＝ ｅ ・ Ｂ ・ （ ａ ・ ｔ P  ＋ ｂ ・ ｔ F  ＋ ｃ ・ ｔ R  ＋ ｄ ・ ｔ S  ） ／ Ｔ 　
と し て 求 め る 。 こ こ で ， ｔ P  ， ｔ F  ， ｔ R  ， ｔ S  ， Ｔ に つ い て は ， 前 述 の 実 施 の 形 態 １ と
同 様 で あ る 。 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ， ｅ は 実 験 に よ り 定 め た 任 意 の 定 数 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ３ 〕
　 本 実 施 の 形 態 ３ で は ， 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ が ， コ ン テ ン ツ の 変 化 の 反 応 時 間 に よ っ て ，
視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 。 コ ン テ ン ツ は 時 々 刻 々 と 画 面 の 輝 度 値 や 音 量 が 変 化 し て
い く が ， そ れ ら の 変 化 量 が あ る 一 定 値 を 超 え た と き に 視 聴 者 が 反 応 し て い る か を ， 眼 球 運
動 に よ っ て 測 定 す る 。 例 え ば ， シ ー ン チ ェ ン ジ が あ っ た 場 合 に ， 視 聴 者 が 一 定 時 間 内 に サ
ッ ケ ー ド を 行 う か ど う か で 測 定 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 ３ で は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 通 信 装 置 １ ７ が 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 を ， 反 応
時 間 解 析 装 置 １ ４ が 受 け 取 っ て 解 析 を 行 い ， 解 析 に よ り 得 ら れ た 計 算 要 素 （ 反 応 時 間 解 析
結 果 ） と 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 と を も と に ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 計 算
を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 反 応 時 間 解 析 装 置 １ ４ の 調 査 結 果 解 析 部 １ ４ １ で は ， 画 面 の 画 素 変 化 量 や 音 量 レ ベ ル の
変 化 量 か ら 視 聴 者 が 反 応 す る と 考 え ら れ る ポ イ ン ト を 算 出 す る 。 ま た ， そ の ポ イ ン ト に お
い て 視 聴 者 が 一 定 の 時 間 内 Ｓ に サ ッ ケ ー ド を 行 っ て い る か を 測 定 す る こ と に よ り ， 視 聴 者
が 反 応 し て い る か ど う か を 測 定 す る 。 コ ン テ ン ツ 中 の 反 応 ポ イ ン ト の 数 を Ｐ A  ， 視 聴 者 が
反 応 し た ポ イ ン ト の 数 を Ｐ R  と す る と ， 計 算 要 素 （ 反 応 時 間 解 析 結 果 ） Ｐ は ，
　 　 Ｐ ＝ Ｐ R  ／ Ｐ A  

と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ は ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 Ｉ P  を ，
　 　 Ｉ P  ＝ ｅ ・ Ｐ ・ （ ａ ・ ｔ P  ＋ ｂ ・ ｔ F  ＋ ｃ ・ ｔ R  ＋ ｄ ・ ｔ S  ） ／ Ｔ
と し て 求 め る 。 こ こ で ， ｔ P  ， ｔ F  ， ｔ R  ， ｔ S  ， Ｔ に つ い て は ， 前 述 の 実 施 の 形 態 １ と
同 様 で あ る 。 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ， ｅ は 実 験 に よ り 定 め た 任 意 の 定 数 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ４ 〕
　 本 実 施 の 形 態 ４ で は ， 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ が ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ 視 聴 中 に 行 う サ ッ ケ
ー ド の 速 度 や 継 続 時 間 を 測 定 す る こ と に よ っ て ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 。 人 間 は
覚 醒 度 が 低 下 す る と ， サ ッ ケ ー ド の 継 続 時 間 が 減 少 す る こ と が 知 ら れ て い る （ 非 特 許 文 献
５ 参 照 ） 。 そ こ で ， 覚 醒 度 が 低 く な れ ば コ ン テ ン ツ に 対 す る 関 心 の 程 度 は 低 下 し て い る と
判 断 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 実 施 の 形 態 ４ で は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 通 信 装 置 １ ７ が 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 を ， サ ッ
ケ ー ド 解 析 装 置 １ ５ が 受 け 取 っ て 解 析 を 行 い ， 解 析 に よ り 得 ら れ た 計 算 要 素 （ サ ッ ケ ー ド
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解 析 結 果 ） と 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 と を も と に ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が
計 算 を 行 う 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 サ ッ ケ ー ド 解 析 装 置 １ ５ の 調 査 結 果 解 析 部 １ ５ １ で は ， 平 常 時 と コ ン テ ン ツ 視 聴 時 の サ
ッ ケ ー ド の 振 幅 ［ ｄ ｅ ｇ ］ と 継 続 時 間 ［ ｍ ｓ ］ と を サ ン プ リ ン グ す る 。 次 に ， 人 間 が 行 う
サ ッ ケ ー ド が ，
　 　 Ｄ （ Ａ ） ＝ Ｄ 0  ｌ ｏ ｇ （ ｋ ・ Ａ ＋ １ ） 　
　 　 　 　 　 　 　 （ Ｄ （ Ａ ） は 継 続 時 間 ， Ａ は 振 幅 ［ ｄ ｅ ｇ ］ ， Ｄ 0  ， ｋ は 定 数 ）
と い う 式 で モ デ ル 化 で き る こ と を 用 い て ， 平 常 時 の サ ッ ケ ー ド の 近 似 式 Ｄ U  （ Ａ ） と コ ン
テ ン ツ 視 聴 時 の サ ッ ケ ー ド の 近 似 式 Ｄ V  （ Ａ ） と を 求 め る 。 ま た ， 計 算 要 素 （ サ ッ ケ ー ド
解 析 結 果 ） Ｄ を ，
　 　 Ｄ ＝ Ｄ V  （ Ａ A  ） ／ Ｄ U  （ Ａ A  ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ａ A  は サ ン プ リ ン グ さ れ た サ ッ ケ ー ド の 振 幅 の 平 均 値 ）
と し て 求 め る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ 中 に 表 示 さ れ る 移 動 部 分 に 追 従 し た 眼 球 運 動 を 行 う こ と が あ
る が ， こ の よ う な 眼 球 運 動 は ， 調 査 結 果 解 析 部 １ ５ １ が コ ン テ ン ツ を 解 析 す る こ と に よ り
， サ ン プ リ ン グ の 対 象 か ら 外 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ は ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 Ｉ P  を ，
　 　 Ｉ P  ＝ ｅ ・ Ｄ ・ （ ａ ・ ｔ P  ＋ ｂ ・ ｔ F  ＋ ｃ ・ ｔ R  ＋ ｄ ・ ｔ S  ） ／ Ｔ
と し て 求 め る 。 こ こ で ， ｔ P  ， ｔ F  ， ｔ R  ， ｔ S  ， Ｔ に つ い て は ， 前 述 の 実 施 の 形 態 １ と
同 様 で あ る 。 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ， ｅ は 実 験 に よ り 定 め た 任 意 の 定 数 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 な お ， サ ッ ケ ー ド が ，
　 　 Ｖ （ Ａ ） ＝ Ｖ 0  ｛ １ － ｅ ｘ ｐ （ － Ａ ／ ｋ ） ｝
　 　 　 　 （ Ｖ （ Ａ ） は サ ッ ケ ー ド の 最 高 速 度 ， Ａ は 振 幅 ［ ｄ ｅ ｇ ］ ， Ｖ 0  ， ｋ は 定 数 ）
と モ デ ル 化 で き る こ と を 用 い て ， 関 心 の 程 度 を 求 め て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ５ 〕
　 本 実 施 の 形 態 ５ で は ， 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ が ， 視 聴 者 の 視 線 の 位 置 的 な 偏 差 の 程 度 を 測
定 す る こ と に よ っ て ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 を 測 定 す る 。 コ ン テ ン ツ を 複 数 の 視 聴 者 が 視 聴
す れ ば ， 視 線 の 平 均 の 位 置 が 求 め ら れ る 。 視 線 の 平 均 位 置 か ら 近 い 位 置 を 見 て い た 視 聴 者
は ， コ ン テ ン ツ へ の 関 心 の 程 度 が 高 い と 測 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 実 施 の 形 態 ５ で は ， 端 末 装 置 ２ ０ か ら 通 信 装 置 １ ７ が 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 を 視 線 偏
差 解 析 装 置 １ ６ が 受 け 取 っ て 解 析 を 行 い ， 解 析 に よ り 得 ら れ た 計 算 要 素 （ 視 線 偏 差 解 析 結
果 ） と 端 末 装 置 ２ ０ か ら 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 と を も と に ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 計 算 を
行 う 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 視 線 偏 差 解 析 装 置 １ ６ の 調 査 結 果 解 析 部 １ ６ １ で は ， 視 聴 者 が コ ン テ ン ツ 表 示 部 ２ １ ２
の ど こ を 見 て い た か を ， サ ン プ リ ン グ 周 波 数 （ 例 え ば １ Ｈ ｚ ） ご と に 求 め る 。 こ こ で ， 視
聴 者 が サ ッ ケ ー ド や 瞬 目 を 行 っ て い た と き に は ， そ の 視 線 の 位 置 は 考 慮 し な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 調 査 結 果 解 析 部 １ ６ １ は ， サ ン プ リ ン グ 周 波 数 ご と に 視 聴 者 の 視 線 の 平 均 位 置 ｘ A  （ ｔ
） ， ｙ A  （ ｔ ） を 求 め る 。 ま た ， 測 定 さ れ た 視 聴 者 の 視 線 の 位 置 ｘ （ ｔ ） ， ｙ （ ｔ ） と の
位 置 的 な 近 さ Ｃ か ら ， 計 算 要 素 （ 視 線 偏 差 解 析 結 果 ） Ｃ を 求 め る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 　 Ｃ ＝ （ （ ｘ （ ｔ ） － ｘ A  （ ｔ ） ） 2  ＋ （ ｙ （ ｔ ） － ｙ A  （ ｔ ） ） 2  ） 1 / 2  
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　 　 Ｉ P  ＝ ｅ ・ Ｃ ・ （ ａ ・ ｔ P  ＋ ｂ ・ ｔ F  ＋ ｃ ・ ｔ R  ＋ ｄ ・ ｔ S  ） ／ Ｔ
と し て 求 め る 。 こ こ で ， ｔ P  ， ｔ F  ， ｔ R  ， ｔ S  ， Ｔ に つ い て は ， 前 述 の 実 施 の 形 態 １ と
同 様 で あ る 。 ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ ， ｅ は 実 験 に よ り 定 め た 任 意 の 定 数 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 な お ， 視 聴 者 が サ ッ ケ ー ド や 瞬 目 を 行 っ て い た と き の 視 線 情 報 を 用 い て ， 関 心 の 程 度 を
求 め て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 〔 実 施 の 形 態 ６ 〕
　 本 実 施 の 形 態 ６ で は ， 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ が ， コ ン テ ン ツ 視 聴 者 の 瞬 目 の 頻 度 ， 反 応 時
間 ， サ ッ ケ ー ド の 速 度 ・ 継 続 時 間 ， 視 線 の 位 置 的 な 偏 差 か ら ， 関 心 度 を 測 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 端 末 装 置 ２ ０ か ら 通 信 装 置 １ ７ が 受 信 し た 調 査 結 果 情 報 を ， 瞬 目 解 析 装 置 １ ３ ， 反 応 時
間 解 析 装 置 １ ４ ， サ ッ ケ ー ド 解 析 装 置 １ ５ ， 視 線 偏 差 解 析 装 置 １ ６ が そ れ ぞ れ 受 け 取 っ て
解 析 を 行 い ， 解 析 に よ り 得 ら れ た 各 計 算 要 素 （ 瞬 目 解 析 結 果 Ｂ ， 反 応 時 間 解 析 結 果 Ｐ ， サ
ッ ケ ー ド 解 析 結 果 Ｄ ， 視 線 偏 差 解 析 結 果 Ｃ ） を も と に ， 関 心 度 計 算 装 置 １ １ が 計 算 を 行 う
。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 関 心 度 演 算 部 １ １ ２ は ， 視 聴 者 の 関 心 の 程 度 Ｉ P  を ，
　 　 Ｉ P  ＝ ａ ・ Ｂ ＋ ｂ ・ Ｐ ＋ ｃ ・ Ｄ ＋ ｄ ・ Ｃ 　 　 　 　 （ ａ ， ｂ ， ｃ ， ｄ は 任 意 の 定 数 ）
と し て 求 め る 。 こ こ で ， Ｂ ， Ｐ ， Ｄ ， Ｃ に つ い て は ， 前 述 の 実 施 の 形 態 ２ ～ ５ と 同 様 で あ
る 。 な お ， こ れ ら の す べ て を 組 み 合 わ せ る の で は な く ， 一 部 だ け を 組 み 合 わ せ る 実 施 も 可
能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 関 心 度 測 定 シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る コ ン テ ン ツ 表 示 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 眼 球 運 動 測 定 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 瞬 目 解 析 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 反 応 時 間 解 析 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る サ ッ ケ ー ド 解 析 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 視 線 偏 差 解 析 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る 関 心 度 計 算 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る デ ー タ 格 納 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 視 聴 時 間 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 １ ０ 　 関 心 度 測 定 装 置
　 １ １ 　 関 心 度 計 算 装 置
　 １ ２ 　 デ ー タ 格 納 装 置
　 １ ３ 　 瞬 目 解 析 装 置
　 １ ４ 　 反 応 時 間 解 析 装 置
　 １ ５ 　 サ ッ ケ ー ド 解 析 装 置
　 １ ６ 　 視 線 偏 差 解 析 装 置
　 １ ７ 　 通 信 装 置
　 ２ ０ 　 端 末 装 置
　 ２ １ 　 コ ン テ ン ツ 表 示 装 置
　 ２ ２ 　 眼 球 運 動 測 定 装 置
　 ２ ３ 　 通 信 装 置
　 ３ ０ 　 ネ ッ ト ワ ー ク
　 １ １ ０ 　 計 算 要 素 受 信 部
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　 １ １ １ 　 格 納 デ ー タ 受 信 部
　 １ １ ２ 　 関 心 度 演 算 部
　 １ １ ３ 　 計 算 結 果 出 力 部
　 １ ２ ０ 　 結 果 受 信 部
　 １ ２ １ 　 結 果 格 納 部
　 １ ２ ２ 　 結 果 送 信 部
　 １ ３ ０ 　 調 査 結 果 受 信 部
　 １ ３ １ 　 調 査 結 果 解 析 部
　 １ ３ ２ 　 瞬 目 解 析 結 果 送 信 部
　 １ ４ ０ 　 調 査 結 果 受 信 部
　 １ ４ １ 　 調 査 結 果 解 析 部
　 １ ４ ２ 　 反 応 時 間 解 析 結 果 送 信 部
　 １ ５ ０ 　 調 査 結 果 受 信 部
　 １ ５ １ 　 調 査 結 果 解 析 部
　 １ ５ ２ 　 サ ッ ケ ー ド 解 析 結 果 送 信 部
　 １ ６ ０ 　 調 査 結 果 受 信 部
　 １ ６ １ 　 調 査 結 果 解 析 部
　 １ ６ ２ 　 視 線 偏 差 解 析 結 果 送 信 部
　 ２ １ ０ 　 コ ン テ ン ツ 受 信 部
　 ２ １ １ 　 コ ン テ ン ツ 操 作 部
　 ２ １ ２ 　 コ ン テ ン ツ 表 示 部
　 ２ １ ３ 　 時 刻 調 査 部
　 ２ １ ４ 　 コ ン テ ン ツ 操 作 調 査 部
　 ２ １ ５ 　 コ ン テ ン ツ 情 報 送 信 部
　 ２ ２ ０ 　 視 聴 状 況 撮 影 部
　 ２ ２ １ 　 眼 球 運 動 測 定 部
　 ２ ２ ２ 　 視 聴 者 特 定 部
　 ２ ２ ３ 　 コ ン テ ン ツ 情 報 受 信 部
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